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1 中央区子ども・子育て支援新制度における

利用希望把握調査報告書（概要版）  

Ⅰ 調査概要 

１. 調査の目的 

子ども・子育て支援法に基づき、平成 26 年度に子ども・子育て支援事業計画を策定するため、必

要な情報の収集、分析及び計画素案の作成等を行うとともに、計画の策定に向けて設置する策定検

討会議を円滑に運営するための補助を行う。 
 

２. 調査・分析の方法及び集計の表示について 

（１）調査対象 

 ①就学前児童 

・2,520 名を住民基本台帳から、以下の条件をもとに無作為で抽出 

   ・３地域（京橋・日本橋・月島）で均等 

   ・０～５歳の年齢で均等（平成 25 年度の保育所歳児０～５歳。(学年と同様の考え方： 

    平成 19 年４月２日～平成 25 年４月１日までの間に生まれた子ども） 

   ・男女比均等 

②小学校児童 

・1,512 名を住民基本台帳から、以下の条件をもとに無作為で抽出 

   ・３地域（京橋・日本橋・月島）で均等 

   ・小１～小６までの学年で均等（平成 13 年４月２日～平成 19 年４月１日までの間に生まれ

た子ども） 

   ・男女比均等 

 ③その他の条件 

   ・①、②とも外国人を除く。 

   ・１世帯に複数の調査票が送付されることを避けるため、同一世帯内のきょうだい数で重複 
    しないよう抽出時に配慮する。 

（２）調査時期 

 平成 25 年 10 月 25 日～平成 25 年 11 月 15 日 
（３）調査方法 

・郵送配布、郵送回収により調査を実施 

（４）回収結果 

・発送数：4,032 件（うち就学前児童 2,520 名、小学校児童 1,512 名） 

・回収数：2,490 件（うち就学前児童 1,634 名、小学校児童 856 名） 

・回収率：61.7％ （うち就学前児童 64.8％、小学校児童 56.6％） 
（５）報告書の見方 

・回答の比率（％）について  

回答の比率（％）は小数点以下第２位を四捨五入しているため、合計が 100％にならない

場合がある。同様に、複数回答の設問では、すべての比率の合計が 100％にならない場合があ

る。  

・図表の記載にあたっての選択肢の表記について  

本報告書における図表の記載にあたっては、調査票の選択肢の表記を一部簡略化している

場合がある。 
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・集計及び分析について  

設問ごとに回答者の全体の傾向を捉えるため、設問に対する回答の「単純集計」と「クロス

集計」を行い、その特徴等を分析している。なお、クロス集計を行った際、回答の件数が少

ないものについては分析に偏りを生じるため、分析の対象からは除いている。 

・複数回答について  

１つの設問に対して複数の回答がある場合、クロス集計の「合計」欄の数値は実際の回答者

の実人数と比率（常に 100％）を表示しており、全ての回答数の合計と比率の合計とは一致し

ない。  

・集計結果の掲載順序について  

本報告書では、調査ごとに集計結果を掲載している。集計結果の掲載順序は目次のとおり

である。  

・「N」の表示について  

グラフ内の「N」は、設問に対する回答者の数である。 

 

（６）クロス集計表の見方 

クロス集計では、内閣府が提示する「市町村子ども・子育て支援事業計画における「量の見込

み」の算出等のための手引き」をもとにした「家庭類型の分類」を使用している。（下記表参照） 

アンケート調査結果を活用し、対象となる配偶者の有無、父親・母親の就労状況から「現在の家

庭類型」を求める。家庭類型の種類は、タイプ Aからタイプ Fの８種類となっている。 

なお、保育の必要性の下限時間は、現行制度の入所要件（３日・４時間以上）から 48 時間を下

限値として取り扱った。 

図 現在の家庭類型の種類 

母親

父親
１２０時間

以上
４８時間

未満

５．現在は就労していない

６．就労したことがない４８時間
以上１２０時間

未満

３．パートタイム

就労

４．育休・介護

休業中

３．パートタイム就労

４．育休・介護休業中

１．フルタイム就労

２．育休・介護休業中

５．現在は就労していない

６．就労したことがない

１．フルタイム就労

２．育休・介護休業中

タイプＢ タイプＣ タイプＣ’

タイプＤ

タイプＣ タイプＥ

タイプＣ’ タイプＥ’

タイプＦタイプＤ

１２０時間

以上

４８時間
以上１２０時間

未満

４８時間

未満

中央区の３日・４時間以上
の入所要件から、月４８時
間を下限値として扱う

 
 

タイプ A 

ひとり親 
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表 現在の家庭類型の種類 

タイプ 父母の有無と就労状況 

タイプ A ひとり親家庭（配偶者無し） 

タイプ B フルタイム×フルタイム 

タイプ C 
フルタイム×パートタイム 

（就労時間：月 120 時間以上＋48 時間～120 時間の一部注） 

タイプ C’ 
フルタイム×パートタイム（短） 

（就労時間：月 48 時間未満＋48 時間～120 時間の一部注） 

タイプ D 専業主婦（夫） 

タイプ E 
パートタイム×パートタイム 

（就労時間：双方が月 120 時間以上＋48 時間～120 時間の一部注） 

タイプ E’ 
パートタイム×パートタイム（短） 

（就労時間：いずれかが月 48 時間未満＋48 時間～120 時間の一部注） 

タイプ F 無業×無業 

出典：内閣府 市町村子ども・子育て支援事業計画における「量の見込み」の算出等のための手引き 

 

 

 

注 就労時間：48 時間～120 時間の一部の区分け 

３～５歳：平日定期的に利用している教育・保育の事業で「幼稚園」を利用しており、今後の希望でも「認可保育所」「認定こども園

を選択していない」方をタイプ C’・E’に分類し、それ以外をタイプ C・Eとした。 

０～２歳：定期的に教育・保育の事業を利用している方については、「保育の事業」を利用している方をタイプ C・Eとし、現在利用

していない方は、今後の希望で「保育の事業」を希望した方について、タイプ C・Eとし、それ以外をタイプ C’・E’とした。 
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Ⅱ 調査結果 

１. 対象児童と家族の状況について 

（１）子育てを主に行っている方 

就学前児童・小学校児童ともに、「主に母親」が 60％を超え、「父母とも同じくらい」も 20％前後とな

っているが、「主に父親」は１％に満たない。 

■就学前児童（単数回答設問） 

79.1 19.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=1,634

主に母親 主に父親

（0.6）

父・母とも同じくらい 主に祖父母

（0.2）

その他

（0.6）

無回答

（0.0）

 
■小学校児童（単数回答設問） 

69.6 21.4 6.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=856

主に母親 主に父親

（0.9）

父・母とも同じくらい 主に祖父母

（0.9）

その他

（0.4）

無回答

 

 
２. 子どもの育ちをめぐる環境について 

（１）子育てに対する支え 

「緊急時もしくは用事の際には祖父母・兄弟等の親族にみてもらえる」は 61.1％となっている。「日常

的に祖父母・兄弟等の親族にみてもらえる」は 10.0％となっている。 

■就学前児童（複数回答設問） 

10.0 

61.1 

0.9 

10.6 

23.3 

2.8 

0% 20% 40% 60% 80%

N=1,634

日常的に祖父母・兄弟等の親族に

みてもらえる

緊急時もしくは用事の際には祖父

母・兄弟等の親族にみてもらえる

日常的に友人・知人にみてもらえる

緊急時もしくは用事の際には友人・

知人にみてもらえる

いずれもいない

無回答
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（２）子育てに関する相談先（人・施設等） 

子育てに関する相談先は、「配偶者」85.7％、「祖父母・兄弟等の親族」73.4％、「友人や知人」68.5％

の順に多くなっている。 

■就学前児童（複数回答設問）      

85.7 

73.4 

68.5 

6.7 

31.9 

16.1 

25.2 

0.1 

3.9 

16.7 

2.9 

10.1 

1.8 

0.4 

0.2 

3.2 

1.2 

0.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=1,634

配偶者

祖父母・兄弟等の親族

友人や知人

近所の人

保育所・幼稚園等の他の保護者

幼稚園の園長・副園長・担任

保育所・認定こども園の園長または保育士

民生・児童委員

保健所・保健センター等の保健師

かかりつけの医師

子ども家庭支援センター

児童館

福祉センター

教育センター

子育て支援を行うＮＰＯ等

その他

いない（ない）

無回答

 
 

３. 保護者の就労状況について 

（１）世帯（父親と母親）の就労状況 

父親の「フルタイムで就業しており、育休・介護休業中ではない」は、就学前児童では 96.0％、小学

校児童では 83.4％である。 

母親の「パート・アルバイト等で就労しており、育休・介護休業中ではない」は、就学前児童では 11.6％、

小学校児童では 28.4％である。また、「以前は就労していたが、現在は就労していない」は、就学前児童

では 38.7％、小学校児童では 27.0％である。 

現在家庭類型別の１週当たりの就労日数は、就学前児童と小学校児童のいずれにおいても週５日が最

も多くなっている。 
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■就学前児童（父親：単数回答設問） 

96.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=1,634

フルタイムで就労しており、育休・介護休業中ではない

フルタイムで就労しているが、育休・介護休業中である （0.2）

パート・アルバイト等で就労しており、育休・介護休業中ではない （0.9）

パート・アルバイト等で就労しているが、育休・介護休業中である （0.0）

以前は就労していたが、現在は就労していない （0.2）

これまで就労したことがない （0.0）

無回答 （2.7）  

 
■就学前児童（母親：単数回答設問） 

35.1 8.9 11.6 38.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=1,634

フルタイムで就労しており、育休・介護休業中ではない
フルタイムで就労しているが、育休・介護休業中である
パート・アルバイト等で就労しており、育休・介護休業中ではない
パート・アルバイト等で就労しているが、育休・介護休業中である （1.3）
以前は就労していたが、現在は就労していない

これまで就労したことがない （2.0）
無回答 （2.4）  

 
■就学前児童（現在家庭類型でのクロス集計） 

 合計 １日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答
合計 1,557 3 0 2 7 1,062 386 39 58

100.0 0.2 0.0 0.1 0.4 68.2 24.8 2.5 3.7
タイプＡ 13 0 0 1 0 3 8 1 0
ひとり親 100.0 0.0 0.0 7.7 0.0 23.1 61.5 7.7 0.0
タイプＢ 691 3 0 0 3 510 141 16 18
フル×フル 100.0 0.4 0.0 0.0 0.4 73.8 20.4 2.3 2.6
タイプＣ 147 0 0 0 0 85 52 7 3
フル×パート 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 57.8 35.4 4.8 2.0
タイプＣ’ 51 0 0 0 0 33 16 0 2
フル×パート 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 64.7 31.4 0.0 3.9
タイプＤ 650 0 0 0 2 431 167 15 35
専業 100.0 0.0 0.0 0.0 0.3 66.3 25.7 2.3 5.4
タイプＥ 5 0 0 1 2 0 2 0 0
パート×パート 100.0 0.0 0.0 20.0 40.0 0.0 40.0 0.0 0.0
タイプＥ’ 0 0 0 0 0 0 0 0 0
パート×パート 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
タイプＦ 0 0 0 0 0 0 0 0 0
無×無 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0  

 
 
 
 

 

上段：人数（人）、下段：構成比（％） 
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■小学校児童（父親：単数回答設問） 

83.4 13.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=856

フルタイムで就労しており、育休・介護休業中ではない

フルタイムで就労しているが、育休・介護休業中である （0.1）

パート・アルバイト等で就労しており、育休・介護休業中ではない （0.9）

パート・アルバイト等で就労しているが、育休・介護休業中である （0.1）

以前は就労していたが、現在は就労していない （1.8）

これまで就労したことがない （0.0）

無回答  

 
■小学校児童（母親：単数回答設問） 

34.9 28.4 27.0 3.3 4.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=856

フルタイムで就労しており、育休・介護休業中ではない

フルタイムで就労しているが、育休・介護休業中である （0.9）

パート・アルバイト等で就労しており、育休・介護休業中ではない

パート・アルバイト等で就労しているが、育休・介護休業中である （0.8）

以前は就労していたが、現在は就労していない

これまで就労したことがない

無回答  
 

■小学校児童（現在家庭類型でのクロス集計） 

 合計 １日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日 無回答

合計 694 4 1 1 1 472 179 21 15
100.0 0.6 0.1 0.1 0.1 68.0 25.8 3.0 2.2

タイプＡ 25 0 1 0 0 17 4 1 2
ひとり親 100.0 0.0 4.0 0.0 0.0 68.0 16.0 4.0 8.0
タイプＢ 231 2 0 0 1 149 65 5 9
フル×フル 100.0 0.9 0.0 0.0 0.4 64.5 28.1 2.2 3.9
タイプＣ 183 0 0 0 0 122 55 4 2
フル×パート 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 66.7 30.1 2.2 1.1
タイプＣ’ 36 2 0 0 0 21 11 0 2
フル×パート 100.0 5.6 0.0 0.0 0.0 58.3 30.6 0.0 5.6
タイプＤ 216 0 0 1 0 161 43 11 0
専業 100.0 0.0 0.0 0.5 0.0 74.5 19.9 5.1 0.0
タイプＥ 3 0 0 0 0 2 1 0 0
パート×パート 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 66.7 33.3 0.0 0.0
タイプＥ’ 0 0 0 0 0 0 0 0 0
パート×パート 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
タイプＦ 0 0 0 0 0 0 0 0 0
無×無 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0  

上段：人数（人）、下段：構成比（％） 
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（２）父親の就労状況 

ア フルタイム・パートタイム勤務の状況（育休・介護休業者の休業前の状況を含む） 

就労日数は就学前児童・小学校児童ともに、「５日」が最も多くなっている。就労時間は就学前児童で

は「12 時間以上」、小学校児童では「10 時間」が最も多くなっている。 

■就学前児童（単数回答設問）    ■小学校児童（単数回答設問） 

  

１週当たりの「就労日数」 人数（人） 割合（％）

１日 4 0.3

２日 0 0.0

３日 2 0.1

４日 7 0.4

５日 1079 68.0

６日 391 24.6

７日 43 2.7

無回答 61 3.8

全　体 1,587 100

１日当たりの「就労時間」 人数（人） 割合（％）

～２時間未満 1 0.1

２～４時間未満 0 0.0

４～６時間未満 2 0.1

６～８時間未満 15 0.9

８時間 232 14.6

９時間 163 10.3

１０時間 370 23.3

１１時間 142 8.9

１２時間以上 579 36.5

無回答 83 5.2

全　体 1,587 100      

１週当たりの「就労日数」 人数（人） 割合（％）

１日 4 0.6

２日 1 0.1

３日 1 0.1

４日 1 0.1

５日 475 65.6

６日 180 24.9

７日 21 2.9

無回答 41 5.7

全　体 724 100

１日当たりの「就労時間」 人数（人） 割合（％）

～２時間未満 0 0.0

２～４時間未満 1 0.1

４～６時間未満 0 0.0

６～８時間未満 18 2.5

８時間 124 17.1

９時間 104 14.4

１０時間 186 25.7

１１時間 59 8.1

１２時間以上 175 24.2

無回答 57 7.9

全　体 724 100  
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（３）母親の就労状況 

ア フルタイム・パートタイム勤務の状況（産休・育休・介護休業者の休業前の状況を含む） 

就学前児童・小学校児童ともに、就労日数「５日」、就労時間「８時間」が最も多い。 

■就学前児童（単数回答設問）     ■小学校児童（単数回答設問） 

  

１週当たりの「就労日数」 人数（人） 割合（％）

１日 13 1.4

２日 14 1.5

３日 37 4.0

４日 46 5.0

５日 705 75.9

６日 60 6.5

７日 6 0.6

無回答 48 5.2

全　体 929 100

１日当たりの「就労時間」 人数（人） 割合（％）

～２時間未満 3 0.3

２～４時間未満 33 3.6

４～６時間未満 57 6.1

６～８時間未満 242 26.0

８時間 330 35.5

９時間 112 12.1

１０時間 61 6.6

１１時間 17 1.8

１２時間以上 24 2.6

無回答 50 5.4

全　体 929 100       

１週当たりの「就労日数」 人数（人） 割合（％）

１日 10 1.8

２日 28 5.0

３日 57 10.2

４日 63 11.3

５日 318 57.1

６日 51 9.2

７日 3 0.5

無回答 27 4.8

全　体 557 100

１日当たりの「就労時間」 人数（人） 割合（％）

～２時間未満 1 0.2

２～４時間未満 32 5.7

４～６時間未満 102 18.3

６～８時間未満 115 20.6

８時間 162 29.1

９時間 58 10.4

１０時間 30 5.4

１１時間 5 0.9

１２時間以上 21 3.8

無回答 31 5.6

全　体 557 100  

 

イ パート・アルバイト就労のフルタイムへの転換希望 

パート・アルバイトの就労をしている母親の「フルタイムへの転換希望があり、具体的な就職活動を

行っている、または職が決まっている」については、就学前児童では 6.7％、小学校児童では 2.4％であ

る。 

■就学前児童（単数回答設問） 

6.7 25.7 47.1 4.8 15.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=210

フルタイムへの転換希望があり、具体的な就職活動を行っている、または職が決まっている

フルタイムへの転換希望はあるが、今のところ具体的な就職活動は行っていない

パート・アルバイト等の就労を続けることを希望

パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい

無回答  
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■小学校児童（単数回答設問） 

21.2 48.8 25.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=250

フルタイムへの転換希望があり、具体的な就職活動を行っている、または職が決まっている （2.4）

フルタイムへの転換希望はあるが、今のところ具体的な就職活動は行っていない

パート・アルバイト等の就労を続けることを希望

パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい （2.4）

無回答  
 

ウ 現在非就労の今後の就労希望 

現在、就労していない母親の就労希望は、就学前児童で 57.6％、小学校児童で 48.3％となっており、

希望する就労形態は、いずれも「パートタイム、アルバイト等」が多くなっている。 

①今後の就労希望 

■就学前児童（単数回答設問） 

35.6 39.9 17.7 6.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=666

子育てや家事などに専念したい（今のところ就労の予定はない）

１年より先、一番下の子どもが □□歳になったころに就労したい

すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい

無回答  
 

■小学校児童（単数回答設問） 

44.0 17.0 31.3 7.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=259

子育てや家事などに専念したい（今のところ就労の予定はない）

１年より先、一番下の子どもが □□歳になったころに就労したい

すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい

無回答  
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②希望する就労形態（すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい方の希望） 

■就学前児童（単数回答設問） 

31.4 64.4 4.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=118

フルタイム（1週5日程度・1日8時間程度の就労）

パートタイム、アルバイト等（「フルタイム」以外）

無回答

 
■小学校児童（単数回答設問） 

14.8 80.2 4.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=81

フルタイム（１週５日程度・１日８時間程度の就労）

パートタイム、アルバイト等（「フルタイム」以外）

無回答

 
４. 平日の定期的な教育及び保育の施設・事業の利用状況について（就学前児童） 

（１）年齢別の定期的な教育・保育の事業の利用有無 

平日の定期的な教育及び保育の施設・事業を利用している方は、就学前児童全体の 73.1％であり、年

齢別でみると０歳児は 30.6％、１～２歳児は 50％以上、３～５歳児は 98％以上となっている。 

 
           子どもの年齢でのクロス集計 

 
 合計 利用している 利用してい

ない
無回答

合計 1,625 1,188 426 11
100.0 73.1 26.2 0.7

０歳 291 89 197 5
100.0 30.6 67.7 1.7

１歳 282 150 131 1
100.0 53.2 46.5 0.4

２歳 272 178 92 2
100.0 65.4 33.8 0.7

３歳 261 257 4 0
100.0 98.5 1.5 0.0

４歳 251 250 0 1
100.0 99.6 0.0 0.4

５歳 268 264 2 2
100.0 98.5 0.7 0.7  

 

上段：人数（人）、下段：構成比（％） 
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（２）定期的な教育・保育の事業の利用状況と今後の利用希望 

ア 利用している事業の種類と今後の希望 

利用している事業は、「認可保育所」39.7％、「区立幼稚園」33.2％、「認証保育所」13.0％の順に多い。

今後の利用希望は、「区立幼稚園」52.4％、「認可保育所」46.8％、「認定こども園」37.4％の順に多い。 

 

■現在の利用事業（複数回答設問）   ■今後の利用希望（複数回答設問） 

33.2 

2.8 

39.7 

4.0 

13.0 

0.3 

1.5 

3.4 

1.6 

0.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

N=1,194

区立幼稚園

私立幼稚園又は中央

区立以外の公立幼稚園

認可保育所

認定こども園

認証保育所

家庭福祉員

事業所内保育施設

その他の認可外の保育施設

その他

無回答

52.4 

17.2 

46.8 

37.4 

18.7 

4.0 

6.4 

6.2 

3.0 

3.5 

2.4 

0% 20% 40% 60%

N=1,634

区立幼稚園

私立幼稚園又は中央

区立以外の公立幼稚園

認可保育所

認定こども園

認証保育所

家庭福祉員

小規模な保育施設

事業所内保育施設

その他の認可外の保育施設

その他

無回答
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イ 現在家庭類型別の定期的な教育・保育の事業の利用事業 

現在家庭類型別でみると、タイプ A・B・C では「認可保育所」が多く、タイプ C’・D では「区立幼

稚園」が多くなっている。 

 
現在家庭類型でのクロス集計 

 

 合計 区立幼稚園
（通常の教
育時間の利
用）

私立幼稚園
又は中央区
立以外の公
立幼稚園
（通常の教
育時間の利
用）

認可保育所 認定こども園 認証保育所 家庭福祉員
（保育ママ）

事業所内保
育施設

その他の認
可外の保育
施設（ベビー
ホテル、ス
ポーツ・語学
に特化した
幼児園など）

合計 1,163 388 34 458 47 152 2 18 40
100.0 33.4 2.9 39.4 4.0 13.1 0.2 1.5 3.4

タイプＡ 37 7 0 19 2 5 1 1 0
ひとり親 100.0 18.9 0.0 51.4 5.4 13.5 2.7 2.7 0.0
タイプＢ 591 42 6 359 32 113 1 15 12
フル×フル 100.0 7.1 1.0 60.7 5.4 19.1 0.2 2.5 2.0
タイプＣ 128 19 2 68 5 28 0 0 4
フル×パート 100.0 14.8 1.6 53.1 3.9 21.9 0.0 0.0 3.1
タイプＣ’ 33 27 3 0 1 0 0 0 2
フル×パート 100.0 81.8 9.1 0.0 3.0 0.0 0.0 0.0 6.1
タイプＤ 369 290 23 10 7 6 0 2 22
専業 100.0 78.6 6.2 2.7 1.9 1.6 0.0 0.5 6.0
タイプＥ 5 3 0 2 0 0 0 0 0
パート×パート 100.0 60.0 0.0 40.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
タイプＥ’ 0 0 0 0 0 0 0 0 0
パート×パート 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
タイプＦ 0 0 0 0 0 0 0 0 0
無×無 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
 合計 その他 無回答

合計 1,163 19 5
100.0 1.6 0.4

タイプＡ 37 2 0
ひとり親 100.0 5.4 0.0
タイプＢ 591 6 5
フル×フル 100.0 1.0 0.8
タイプＣ 128 2 0
フル×パート 100.0 1.6 0.0
タイプＣ’ 33 0 0
フル×パート 100.0 0.0 0.0
タイプＤ 369 9 0
専業 100.0 2.4 0.0
タイプＥ 5 0 0
パート×パート 100.0 0.0 0.0
タイプＥ’ 0 0 0
パート×パート 0.0 0.0 0.0
タイプＦ 0 0 0
無×無 0.0 0.0 0.0

上段：人数（人）、下段：構成比（％） 
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ウ 事業の実施場所と今後の希望 

「現在の実施場所については、「中央区」が 86.3％となっている。また、区外の場合の場所は、「江東

区」が最も多く 31.1％、次いで「港区」が 13.1％となっている。 

■現在の実施場所（単数回答設問） 

86.3 5.1 8.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=1,194

中央区 他の区、市等 無回答  
 

■区外の場合の場所（単数回答設問） 

13.1 9.8 8.2 3.3 31.1 13.1 21.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=61

港区 千代田区 台東区 墨田区 江東区 その他 無回答  

 
 

（３）定期的な教育・保育の事業の利用日数・利用時間 

ア 施設・事業の利用日数 

「５日」が 89.2％となっている。 

■施設・事業の利用日数（単数回答設問） 

89.2 3.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=1,188

１日

（1.4）

２日

（0.7）

３日

（0.7）

４日

（1.6）

５日 ６日 ７日

（0.0）

無回答

（2.6）  
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イ 事業別の利用時間数 

「区立幼稚園」では「４～６時間未満」、「認可保育所」・「認定こども園」・「認証保育所」は「９時間」・

「10 時間」が多くなっている。 

■事業別の利用時間数（複数回答設問） 

 合計 ～２時間未
満

２～４時間未
満

４～６時間未
満

６～８時間未
満

８時間 ９時間 １０時間

合計 1,188 2 5 391 79 154 223 204
100.0 0.2 0.4 32.9 6.6 13.0 18.8 17.2
396 0 1 340 13 4 6 6

100.0 0.0 0.3 85.9 3.3 1.0 1.5 1.5
34 0 2 19 4 4 3 0

100.0 0.0 5.9 55.9 11.8 11.8 8.8 0.0
474 0 0 1 34 100 147 146

100.0 0.0 0.0 0.2 7.2 21.1 31.0 30.8
48 1 0 8 4 4 14 10

100.0 2.1 0.0 16.7 8.3 8.3 29.2 20.8
155 0 0 0 8 29 37 39

100.0 0.0 0.0 0.0 5.2 18.7 23.9 25.2
3 0 0 0 1 2 0 0

100.0 0.0 0.0 0.0 33.3 66.7 0.0 0.0
18 0 0 0 4 2 8 1

100.0 0.0 0.0 0.0 22.2 11.1 44.4 5.6
41 0 2 13 7 9 4 2

100.0 0.0 4.9 31.7 17.1 22.0 9.8 4.9
19 1 0 10 4 0 4 0

100.0 5.3 0.0 52.6 21.1 0.0 21.1 0.0
 合計 １１時間 １２時間以上 無回答

合計 1,188 78 17 35
100.0 6.6 1.4 2.9
396 4 1 21

100.0 1.0 0.3 5.3
34 0 0 2

100.0 0.0 0.0 5.9
474 30 8 8

100.0 6.3 1.7 1.7
48 4 2 1

100.0 8.3 4.2 2.1
155 36 5 1

100.0 23.2 3.2 0.6
3 0 0 0

100.0 0.0 0.0 0.0
18 2 0 1

100.0 11.1 0.0 5.6
41 2 1 1

100.0 4.9 2.4 2.4
19 0 0 0

100.0 0.0 0.0 0.0

認証保育所

家庭福祉員

事業所内保育施設

その他の認可外の保育
施設

その他

区立幼稚園

私立幼稚園又は中央区
立以外の公立幼稚園

認可保育所

認定こども園

区立幼稚園

認可保育所

私立幼稚園又は中央区
立以外の公立幼稚園

認定こども園

認証保育所

家庭福祉員

事業所内保育施設

その他の認可外の保育
施設

その他

上段：人数（人）、下段：構成比（％） 
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（４）定期的な教育・保育の事業を利用している理由 

ア 利用している理由 

「家庭での子育てをしている方が現在就労している」が最も多く 56.7％、次いで「子どもの教育や発

達のため」が 44.8％となっている。 

■利用している理由（複数回答設問） 

44.8 

56.7 

2.2 

0.7 

0.7 

0.1 

2.3 

10.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

N=1,194

子どもの教育や発達のため

家庭での子育てをしてい

る方が現在就労している

家庭での子育てをしている方が

就労予定がある／求職中である

家庭での子育てをしている方が

家族・親族などを介護している

家庭での子育てをしている

方が病気や障害がある

家庭での子育てをして

いる方が学生である

その他

無回答
 

 
イ 施設・事業を選ぶ上で重視する条件 

「幼児期に必要な教育が適正に行われている」が最も多く 65.4％、次いで「自宅からの距離が近いな

ど立地条件がよい」が 50.9％、「教員・保育士の質が高い」が 48.5％となっている。 

■施設・事業を選ぶ上で重視する条件（複数回答設問） 

65.4 

27.8 

48.5 

24.2 

31.2 

12.0 

26.3 

0.4 

5.1 

50.9 

0.6 

0.7 

0% 20% 40% 60% 80%

N=1,634

幼児期に必要な教育が適正に行われている

教育・保育の特色や方針が希望にあう

教員・保育士の質が高い

施設や設備が充実している

保育時間が利用希望にあう

認可されている施設である

保育料が適切である

親が運営・行事に関わる機会が多い

親が運営・行事に関わる機会が少ない（親の負担が軽い）

自宅からの距離が近いなど立地条件がよい

その他

無回答

 



17 中央区子ども・子育て支援新制度における

利用希望把握調査報告書（概要版）  

 

 
（５）定期的な教育・保育の事業を利用していない理由 

「母または父がみている」が最も多く 58.3％、次いで「子どもがまだ小さいため（□歳くらいになっ

たら利用しようと考えている）」が 36.6％、「子どもが小さいうちは、家庭で過ごす時間を大切にしたい」

が 35.7％となっている。「利用したいが、教育・保育の事業に空きがない」が 25.6％となっており、４人

に１人が利用したくてもできないという状況がある。 

■利用していない理由（複数回答設問） 

58.3 

4.7 

0.7 

25.6 

5.1 

2.8 

2.8 

35.7 

36.6 

6.5 

0.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

N=429

母または父がみている

子どもの祖父母や親戚の人がみている

近所の人や父母の友人・知人がみている

利用したいが、教育・保育の事業に空きがない

利用したいが、経済的な理由で事業を利用できない

利用したいが、延長・夜間等の時間帯の条件が合わない

利用したいが、事業の質や場所など、納得できる事業がない

子どもが小さいうちは、家庭で過ごす時間を大切にしたい

子どもがまだ小さいため

（□歳くらいになったら利用しようと考えている）

その他

無回答

 
■子どもがまだ小さいため（□歳くらいになったら利用しようと考えている） 

「３歳」が最も多く 62.4％、次いで「１歳」が 15.3％となっている。 

15.3 8.3 62.4 12.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=157

１歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳

（0.0）

６歳

（0.6）

無回答

（0.6）



18 中央区子ども・子育て支援新制度における 

利用希望把握調査報告書（概要版）  

５. 地域の子育て支援事業の利用状況について（就学前児童） 

（１）各事業の認知度、利用有無及び利用時の満足度、今後の利用意向 

ア 知っている事業 

「ママのこころの相談」が最も多く 64.4％、次いで「病児・病後児保育」が 60.0％、「子どもショート

ステイ」が 59.1％となっており、概ね半数以上が知っている事業となっている。「中央区地域家庭教育推

進協議会が開催する家庭教育学習会」・「教育センターの教育相談」は主に就学後児童を対象にしている

事業であることから、回答の割合が低くなっていると推察される。 

■知っている事業（複数回答設問） 

57.2 

58.0 

51.1 

64.4 

54.1 

44.9 

50.4 

51.2 

58.6 

49.4 

41.8 

48.7 

59.1 

56.2 

60.0 

44.6 

51.5 

19.8 

18.7 

28.2 

42.5 

5.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

N=1,634

離乳食、子育て支援などの講習会

プレママ教室（母親学級）、パパママ教室（両親学級）

乳幼児健康相談（フリー乳健）

ママのこころの相談

子育て、発達、栄養、歯科などの相談

妊婦健康診査

新生児訪問指導（赤ちゃん訪問）

子育て交流サロン「あかちゃん天国」

一時預かり保育

育児支援ヘルパー

子育て支援講座

子育て相談

子どもショートステイ

トワイライトステイ

病児・病後児保育

緊急一時保育援助事業

ファミリー・サポート・センター

中央区地域家庭教育推進協議会が開催する家庭教育学習会

教育センターの教育相談

赤ちゃん・ふらっと

21子育てガイドブック

無回答

 
 



19 中央区子ども・子育て支援新制度における

利用希望把握調査報告書（概要版）  

イ 利用したことがある事業 

「子育て交流サロン「あかちゃん天国」」が最も多く 70.3％、次いで「新生児訪問指導（赤ちゃん訪問）」

が 63.2％、「離乳食、子育て支援などの講習会」が 54.5％となっている。「一時預かり保育」についても

24.4％と４人に１人が利用したことがあると回答している。 

■利用したことがある事業（複数回答設問） 

54.5 

43.3 

43.9 

5.9 

44.6 

40.4 

63.2 

70.3 

24.4 

4.1 

5.9 

4.0 

1.3 

1.7 

13.1 

1.0 

8.8 

5.4 

1.8 

10.7 

24.3 

8.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

N=1,634

離乳食、子育て支援などの講習会

プレママ教室（母親学級）、パパママ教室（両親学級）

乳幼児健康相談（フリー乳健）

ママのこころの相談

子育て、発達、栄養、歯科などの相談

妊婦健康診査

新生児訪問指導（赤ちゃん訪問）

子育て交流サロン「あかちゃん天国」

一時預かり保育

育児支援ヘルパー

子育て支援講座

子育て相談

子どもショートステイ

トワイライトステイ

病児・病後児保育

緊急一時保育援助事業

ファミリー・サポート・センター

中央区地域家庭教育推進協議会が開催する家庭教育学習会

教育センターの教育相談

赤ちゃん・ふらっと

21子育てガイドブック

無回答

 



20 中央区子ども・子育て支援新制度における 

利用希望把握調査報告書（概要版）  

 

ウ 今後利用したい事業 

「病児・病後児保育」が最も多く 28.5％、次いで「一時預かり保育」が 26.2％、「ファミリー・サポー

ト・センター」が 21.0％となっている。その他、「緊急一時保育援助事業」・「子どもショートステイ」・「ト

ワイライトステイ」といったセーフティネットとしての事業への回答が比較的多い。 

■今後利用したい事業（複数回答設問） 

0.0 

0.0 

8.8 

10.3 

13.1 

0.1 

0.0 

13.6 

26.2 

14.4 

14.1 

16.5 

17.8 

19.4 

28.5 

20.4 

21.0 

14.3 

14.7 

10.3 

0.1 

43.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

N=1,634

離乳食、子育て支援などの講習会

プレママ教室（母親学級）、パパママ教室（両親学級）

乳幼児健康相談（フリー乳健）

ママのこころの相談

子育て、発達、栄養、歯科などの相談

妊婦健康診査

新生児訪問指導（赤ちゃん訪問）

子育て交流サロン「あかちゃん天国」

一時預かり保育

育児支援ヘルパー

子育て支援講座

子育て相談

子どもショートステイ

トワイライトステイ

病児・病後児保育

緊急一時保育援助事業

ファミリー・サポート・センター

中央区地域家庭教育推進協議会が開催する家庭教育学習会

教育センターの教育相談

赤ちゃん・ふらっと

21子育てガイドブック

無回答

 
 

６. 土曜・休日などの「定期的」な教育及び保育の施設・事業の利用希望について（就学前

児童） 

（１）土曜日の教育・保育の施設・事業の利用希望 

ア 土曜日の教育・保育の施設・事業の利用希望 

「利用希望はない」が 59.9％となっており、「月に１～２回は利用したい」が 29.0％となっている。 

■土曜日の教育・保育の施設・事業の利用希望（単数回答設問） 

59.9 7.6 29.0 3.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=1,634

利用希望はない ほぼ毎週利用したい 月に１～２回は利用したい 無回答
 



21 中央区子ども・子育て支援新制度における

利用希望把握調査報告書（概要版）  

イ 利用したい時間帯 

「利用したい時間帯」では、開始時刻は「９時台」が 49.0％で最も多くなっている。終了時刻は「14
時より前」が 27.6％、次いで「17 時台」が 21.2％、「18 時台」が 16.2％となっている。平日と比べると、

「14 時より前」が多くなっている。 

■開始時刻（単数回答設問） 

5.4 17.9 49.0 24.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=598

７時より前 ７時台

（0.0）

８時台 ９時台 １０時以降 無回答

（2.8）  

 

■終了時刻（単数回答設問） 

27.6 4.8 8.9 9.5 21.2 16.2 5.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=598

１４時より前 １４時台 １５時台 １６時台 １７時台 １８時台

１９時台 ２０時台

（2.5）

２１時以降

（1.5）

無回答

（2.0）  
 

（２）休日（日曜・祝日）の教育・保育の施設・事業の利用希望 

ア 休日（日曜・祝日）の教育・保育の施設・事業の利用希望 

「利用希望はない」が 76.3％となっており、「月に１～２回は利用したい」が 16.7％となっている。 

■休日（日曜・祝日）の教育・保育の施設・事業の利用希望（単数回答設問） 

76.3 16.7 5.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=1,634

利用希望はない ほぼ毎週利用したい

（1.5）

月に１～２回は利用したい 無回答

 

 
 
 



22 中央区子ども・子育て支援新制度における 

利用希望把握調査報告書（概要版）  

イ 利用したい時間帯 

「利用したい時間帯」では、開始時刻は「９時台」が 45.5％で最も多く、終了時刻は「17 時台」が 29.3％、

次いで「18 時台」が 21.5％、「15 時台」が 10.4％となっている。平日と比べると、「17 時台」・「18 時台」

までが多くなっている。 

■開始時刻（単数回答設問） 

5.7 18.5 45.5 25.9 4.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=297

７時より前 ７時台

（0.0）

８時台 ９時台 １０時以降 無回答

 
 

■終了時刻（単数回答設問） 

5.4 3.7 10.4 8.4 29.3 21.5 9.1 4.4 3.4 4.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=297

１４時より前 １４時台 １５時台 １６時台 １７時台 １８時台

１９時台 ２０時台 ２１時以降 無回答  
 

（３）年末年始の定期的な教育・保育の施設・事業の利用希望 

ア 年末年始の定期的な教育・保育の施設・事業の利用希望 

「利用希望はない」が 78.4％となっている。 

■年末年始の定期的な教育・保育の施設・事業の利用希望（単数回答設問） 

 

78.4 12.2 9.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=1,634

利用希望はない 毎年利用したい 無回答  
 
 
 
 
 
 
 
 



23 中央区子ども・子育て支援新制度における

利用希望把握調査報告書（概要版）  

イ 利用したい日にち 

「12 月 29 日」が最も多く 91.5％、次いで「12 月 30 日」で 69.5％となっている。 

■利用したい日にち（複数回答設問） 

91.5 

69.5 

21.0 

8.5 

15.0 

29.0 

5.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=200

2013/12/29

2013/12/30

2013/12/31

2013/1/1

2013/1/2

2013/1/3

無回答

 

 

ウ 利用したい時間帯 

「利用したい時間帯」では、開始時刻は「８時台」が 40.0％、次いで「９時台」が 36.8％となってお

り、終了時刻は「18 時台」が 37.4％、次いで「17 時台」が 26.8％、「19 時台」が 11.6％となっている。

平日、休日（日曜・祝日）と比べると、開始時刻「８時台」の回答が多くなっている。 

■開始時刻（単数回答設問） 

7.4 40.0 36.8 13.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=190

７時より前 ７時台

（0.0）

８時台 ９時台 １０時以降 無回答

（2.1）  

■終了時刻（単数回答設問） 

4.2 7.4 26.8 37.4 11.6 4.2 3.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=190

１４時より前

（0.5）

１４時台

（2.1）

１５時台 １６時台 １７時台 １８時台

１９時台 ２０時台 ２１時以降 無回答

（2.1）  

 



24 中央区子ども・子育て支援新制度における 

利用希望把握調査報告書（概要版）  

（４）幼稚園利用者の夏休みなど長期休暇中の利用希望 

ア 幼稚園利用者の夏休みなど長期休暇中の教育・保育の施設・事業の利用希望 

「休みの期間中、週に数日利用したい」が最も多く 41.2％、次いで「利用を希望しない」が 22.8％と

なっている。 

■幼稚園利用者の夏休みなど長期休暇中の教育・保育の施設・事業の利用希望（単数回答設問）

22.8 8.4 41.2 11.9 15.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=430

利用を希望しない 休みの期間中、ほぼ毎日利用したい

休みの期間中、週に数日利用したい 休みの期間中、一定期間利用したい

無回答  

 
イ 利用したい時間帯 

「利用したい時間帯」では、開始時刻は「９時台」が 83.7％で最も多く、終了時刻は「15 時台」が 30.3％、

次いで「16 時台」が 23.1％、「17 時以降」が 20.8％となっている。 

■開始時刻（単数回答設問） 

4.2 83.7 11.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=264

８時より前 ８時台

（0.0）

９時台 １０時以降 無回答

（0.8）  

 
■終了時刻（単数回答設問） 

4.9 20.1 30.3 23.1 20.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=264

１４時より前 １４時台 １５時台 １６時台 １７時以降 無回答

（0.8）  



25 中央区子ども・子育て支援新制度における

利用希望把握調査報告書（概要版）  

 
７. 病気やケガの際の対応について 

（１）子どもが病気やケガをした際の対応 

就学前児童・小学校児童ともに、「母親が仕事を休んで子どもを看た」が最も多く、次いで「父親又は

母親のうち就労していない方が子どもを看た」、「父親が仕事を休んで子どもを看た」の順となっている。 

■就学前児童（複数回答設問）  

19.1 

40.1 

35.4 

9.1 

15.6 

0.9 

1.9 

1.8 

20.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

N=1,634

父親が仕事を休んで子どもを看た

母親が仕事を休んで子どもを看た

父親又は母親のうち就労していない方が子どもを看た

区の病児・病後児保育を利用した

（同居者を含む）親族・知人に子どもを看てもらった

民間の訪問型病児保育サービスを利用した

ベビーシッターのサービスを利用した

その他

無回答

 

   
■小学校児童（複数回答設問） 

15.7 

51.5 

33.4 

3.4 

11.7 

0.2 

12.7 

0.6 

4.6 

2.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

N=503

父親が仕事を休んで子どもを看た

母親が仕事を休んで子どもを看た

父親又は母親のうち就労していない方が子どもを看た

区の病児・病後児保育を利用した

（同居者を含む）親族・知人に子どもを看てもらった

民間の訪問型病児保育サービスを利用した

ベビーシッターのサービスを利用した

子どもだけで留守番をさせた

その他

無回答
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利用希望把握調査報告書（概要版）  

（２）就労している保護者が子どもを看た人の病児・病後児保育の利用希望 

ア 病児･病後児保育を利用したい希望日数 

就学前児童では、「３日以内」が最も多く 48.4％、次いで「６～10 日」が 22.7％、「４～５日」が 20.1％
となっている。小学校児童では、「３日以内」が最も多く 74.5％、次いで「４～５日」が 14.5％となって

いる。就学前児童・小学校児童ともに、３日以内に集中している。 

■就学前児童（単数回答設問） 

48.4 20.1 22.7 3.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=304

３日以内 ４～５日 ６～１０日 １１～１５日

（2.6）

１６日以上 無回答

（2.3）  
 

■小学校児童（単数回答設問） 

74.5 14.5 7.3 3.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=55

３日以内 ４～５日 ６～１０日 １１～１５日

（0.0）

１６日以上

（0.0）

無回答

 
 

イ 病児･病後児保育の利用を希望しない理由 

就学前児童では、「病気の時は子どもの看病をしたい」が最も多く 64.2％、次いで「病気の子どもを他

人に看てもらうのは不安」が 39.7％となっている。小学校児童では、「病気の時は、子どもの看病をした

い」が最も多く 53.7％、次いで「親が仕事を休んで対応できるので問題ない」が 34.4％となっている。 

■就学前児童（複数回答設問）  

64.2 

39.7 

11.3 

16.0 

33.8 

13.4 

25.0 

28.6 

14.2 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80%

N=388

病気の時は子どもの看病をしたい

病気の子どもを他人に看てもらうのは不安

サービスの質に不安がある

立地や利用可能時間、利用可能日数などが合わない

利用手続きが煩雑で面倒

利用料がかかる・高い

利用料・利用方法などシステムがよくわからない

親が仕事を休んで対応できるので問題ない

その他

無回答
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■小学校児童（複数回答設問） 

53.7 

23.4 

7.3 

17.9 

26.1 

8.7 

22.9 

34.4 

13.3 

16.5 

0.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

N=218

病気の時は子どもの看病をしたい

病気の子どもを他人に看てもらうのは不安

サービスの質に不安がある

立地や利用可能時間、利用可能日数などが合わない

利用手続きが煩雑で面倒

利用料がかかる・高い

利用料・利用方法などシステムがよくわからない

親が仕事を休んで対応できるので問題ない

利用できる年齢を過ぎていた

その他

無回答
 

  
８. 不定期な教育及び保育事業や宿泊を伴う一時預かりなどの利用について 

（１）不定期な教育及び保育事業の利用状況 

就学前児童では「利用していない」が最も多く 76.0％、次いで「一時預かり保育」が 14.1％となって

いる。小学校児童では「利用していない」が 92.5％となっている。 

■就学前児童（複数回答設問） 

14.1 

3.7 

3.2 

1.0 

2.9 

1.2 

76.0 

1.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

N=1,634

一時預かり保育

幼稚園の預かり保育

（不定期に利用する場合のみ）

ファミリー・サポート・センター

トワイライトステイ

ベビーシッター

その他

利用していない

無回答
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■小学校児童（複数回答設問） 

2.1 

0.4 

0.8 

1.5 

92.5 

3.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=856

ファミリー・サポート・センター

トワイライトステイ

ベビーシッター

その他

利用していない

無回答

 

 
（２）不定期な教育及び保育事業の利用希望 

ア 利用希望の有無 

就学前児童では、「利用したい」が 57.7％となっている。小学校児童では、「利用する必要はない」が

68.1％となっている。 

■就学前児童（単数回答設問） 

57.7 39.1 3.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=1,634

利用したい 利用する必要はない 無回答  
 

■小学校児童（単数回答設問） 

25.9 68.1 6.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=856

利用したい 利用する必要はない 無回答  
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利用希望把握調査報告書（概要版）  

イ 利用目的 

就学前児童では、「買物、趣味の活動、リフレッシュ目的」が最も多く 66.1％、次いで「家族の通院」

が 41.3％となっている。小学校児童では、「冠婚葬祭、学校行事」が最も多く 37.8％、次いで「買い物、

趣味の活動、リフレッシュ目的」が 36.9％となっている。 

■就学前児童（複数回答設問） 

41.3 

33.0 

29.4 

24.0 

4.0 

66.1 

6.0 

1.3 

0% 20% 40% 60% 80%

N=943

家族の通院

冠婚葬祭、学校行事

不定期の就労

親の勉強、資格取得

ボランティア、地域活動

買物、趣味の活動、リフレッシュ目的

その他

無回答

 

 
 

■小学校児童（複数回答設問） 

34.7 

37.8 

36.0 

22.1 

7.2 

36.9 

14.0 

2.7 

0% 10% 20% 30% 40%

N=222

家族の通院

冠婚葬祭、学校行事

不定期の就労

親の勉強、資格取得

ボランティア、地域活動

買物、趣味の活動、リフレッシュ目的

その他

無回答
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（３）泊まりがけで預けなければならなかった場合の対処方法 

ア 宿泊を伴う預かりの有無 

就学前児童・小学校児童ともに、「なかった」が７割半ばとなっている。 

■就学前児童（単数回答設問） 

22.4 75.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=1,634

あった なかった 無回答

（1.7）  

 
■小学校児童（単数回答設問） 

20.1 76.2 3.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=856

あった なかった 無回答  

 

イ １年間の対処方法 

就学前児童・小学校児童ともに、「（同居者を含む）親族・知人にみてもらった」が最も多く７割半ば、

次いで「子どもを同行させた」が２割半ばとなっている。 

■就学前児童（複数回答設問） 

77.0 

0.8 

1.1 

27.0 

3.3 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=366

（同居者を含む）親族・知人にみてもらった

子どもショートステイを利用した

イ以外の保育事業（認可外保育施設、

ベビーシッター等）を利用した

子どもを同行させた

その他

無回答
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■小学校児童（複数回答設問） 

77.9 

0.0 

1.7 

24.4 

5.2 

7.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=172

（同居者を含む）親族・知人にみてもらった

子どもショートステイを利用した

ベビーシッターを利用した

子どもを同行させた

子どもだけで留守番をさせた

その他

無回答

 
 

９. 小学校就学後の放課後の過ごし方について（５歳児のみ） 

（１）放課後の過ごし方について 

ア 保護者が希望する子どもの放課後の過ごし方 

小学校低学年では、「習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）」が最も多く 66.8％、次い

で「子どもの居場所「プレディ」」が 57.1％となっている。小学校高学年では、「習い事（ピアノ教室、

サッカークラブ、学習塾など）」が最も多く 82.5％、次いで「自宅（近所での友人との遊びを含む）」が

54.1％となっている。 

■小学校低学年（複数回答設問） 

40.7 

6.3 

66.8 

38.8 

10.1 

1.9 

57.1 

16.8 

3.0 

3.4 

0% 20% 40% 60% 80%

N=268

自宅（近所での友人との遊びを含む）

祖父母宅や親戚宅

習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）

学童クラブ（区で実施している事業）

児童館（区立）

ファミリー・サポート・センター

子どもの居場所「プレディ」

学校の放課後活動（ドッジボールクラブ等）など

その他

無回答
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■小学校高学年（複数回答設問） 

54.1 

5.6 

82.5 

20.1 

10.1 

1.9 

42.2 

28.7 

1.1 

4.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

N=268

自宅（近所での友人との遊びを含む）

祖父母宅や親戚宅

習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）

学童クラブ（区で実施している事業）

児童館（区立）

ファミリー・サポート・センター

子どもの居場所「プレディ」

学校の放課後活動（ドッジボールクラブ等）など

その他

無回答

 

 

（２）学童クラブ、子どもの居場所「プレディ」の利用希望 

ア 利用希望（土曜日） 

「利用する必要はない」が 44.6％となっている。 

■利用希望（単数回答設問） 

18.4 15.5 44.6 21.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=381

低学年（１～３年生）の間は利用したい 高学年（４～６年生）になっても利用したい

利用する必要はない 無回答  

 

イ 利用したい時間帯（土曜日） 

「利用したい時間帯」では、開始時間は「９時」が 53.5％で最も多くなっている。終了時刻は「17 時」

が 33.3％で最も多く、次いで「18 時」で 24.0％、「19 時」で 10.1％となっている。 

■開始時刻（単数回答設問） 

28.7 53.5 8.5 4.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=129

～７時前

（0.0）

７時

（0.0）

８時 ９時 １０時 １１時

（0.8）

１２時

（0.8）

１３時～ 無回答

（2.3）  
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■終了時刻（単数回答設問） 

7.8 7.8 7.0 33.3 24.0 10.1 3.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=129

１２時 １３時

（2.3）

１４時

（2.3）

１５時 １６時 １７時 １８時 １９時 ２０時 無回答

（1.6）  
 

ウ 利用希望（夏休み・冬休みなどの長期の休業期間中） 

「高学年になっても利用したい」が 37.3％となっている。 

■利用希望（単数回答設問） 

33.3 37.3 7.1 22.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=381

低学年（１～３年生）の間は利用したい 高学年（４～６年生）になっても利用したい

利用する必要はない 無回答  
 

エ 利用したい時間帯（夏休み・冬休みなどの長期の休業期間中） 

「利用したい時間帯」では、開始時間は「９時」が 54.6％で最も多く、次いで「８時」が 32.0％、「10
時」が 8.2％となっている。終了時間は「17 時」が 32.0％で最も多く、次いで「18 時」が 23.8％、「19
時」が 14.9％となっている。夏休み・冬休みなどの長期の休業期間中も土曜日と同様の時間帯での利用

希望があると言える。 

■開始時刻（単数回答設問） 

32.0 54.6 8.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=269

～７時前

（0.0）

７時

（0.7）

８時 ９時 １０時 １１時

（0.4）

１２時

（0.7）

１３時～

（1.1）

無回答

（2.2）  
 

■終了時刻（単数回答設問） 

8.2 9.7 32.0 23.8 14.9 4.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=269

１２時

（2.6）

１３時

（0.0）

１４時

（2.2）

１５時 １６時 １７時 １８時 １９時 ２０時 無回答

（2.6）  
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（３）学童クラブを利用したい理由 

「プレディと比べて利用時間が長い」が最も多く 34.0％、次いで「現在就労している」が 28.3％とな

っている。 

■学童クラブを利用したい理由（複数回答設問） 

34.0 

7.5 

3.8 

8.5 

3.8 

1.9 

0.0 

28.3 

2.8 

0.9 

0.9 

0.0 

0.0 

0.0 

7.5 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

N=106

プレディと比べて利用時間が長い

内容が良い

おやつが出る

連絡帳などを使って指導員と保護者の

コミュニケーションが取れる

児童館全体を使って遊ぶことができる

施設・設備が充実している

家庭的な雰囲気の中で過ごせる

現在就労している

就労予定がある／求職中である

そのうち就労したいと考えている

家族・親族などを介護しなければならない

病気や障害がある

学生である／就学したい／資格を身につけたい

その他

無回答

 



35 中央区子ども・子育て支援新制度における

利用希望把握調査報告書（概要版）  

（４）子どもの居場所「プレディ」を利用したい理由 

「事業実施場所が自宅に近い等、便利だから」が最も多く 30.4％、次いで「児童館で行う学童クラブ

と比べ、移動がなく安全である」が 22.6％、「参加が自由（必要な時だけ参加できる）」が 18.5％、「現在

就労している」が 13.1％となっている。 

■子どもの居場所「プレディ」を利用したい理由（複数回答設問） 

30.4 

22.6 

0.6 

18.5 

4.8 

13.1 

1.2 

1.2 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

7.7 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

N=168

事業実施場所が自宅に

近い等、便利だから

児童館で行う学童クラブと

比べ、移動がなく安全である

内容が良い

参加が自由

（必要な時だけ参加できる）

就労していないが、子どもの学習

や遊びの環境として良いと思う

現在就労している

就労予定がある／求職中である

そのうち就労したいと考えている

家族・親族などを介護しなければならない

病気や障害がある

学生である／就学したい／資格を身につけたい

その他

無回答
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10. 放課後の過ごし方について（小学校児童） 

（１）放課後の過ごし方について 

ア 小学生の保護者が希望する子どもの放課後の過ごし方 

低学年では、「習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）」が最も多く 71.9％、次いで「自

宅（近所での友人との遊びを含む）」が 60.6％、「子どもの居場所「プレディ」」が 46.7％となっている。 

高学年では、「習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）」が最も多く 79.1％、次いで「自

宅（近所での友人との遊びを含む）」が 78.0％、「学校の放課後活動（ドッジボールクラブ等）など」が

21.4％となっている。 

■小学校低学年（複数回答設問） 

60.6 

8.7 

71.9 

25.2 

15.3 

1.9 

46.7 

18.6 

8.7 

2.1 

0% 20% 40% 60% 80%

N=424

自宅（近所での友人との遊びを含む）

祖父母宅や親戚宅

習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）

学童クラブ（区で実施している事業）

児童館（区立）

ファミリー・サポート・センター

子どもの居場所「プレディ」

学校の放課後活動（ドッジボールクラブ等）など

その他

無回答

 

 

■小学校高学年（複数回答設問） 

78.0%

9.5%

79.1%

5.4%

18.4%

0.5%

14.6%

21.4%

4.6%

2.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

N=369

自宅（近所での友人との遊びを含む）

祖父母宅や親戚宅

習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など）

学童クラブ（区で実施している事業）

児童館（区立）

ファミリー・サポート・センター

子どもの居場所「プレディ」

学校の放課後活動（ドッジボールクラブ等）など

その他

無回答
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（２）学童クラブ、子どもの居場所「プレディ」の利用希望 

ア 利用希望（土曜日） 

「利用したい」が 46.9％、「利用する必要はない」が 44.1％となっている。 

■利用希望（単数回答設問） 

46.9 44.1 9.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=367

利用したい 利用する必要はない 無回答  

 

イ 利用したい時間帯（土曜日） 

開始時刻は８～10 時に集中しており、合わせると約９割となっている。特に「９時」は 53.5％と、過

半数となっている。終了時刻は、「17 時」と「18 時」の合計が６割半ばとなっている。また、「12 時」

が 4.7％となっている。 

■開始時刻（単数回答設問） 

21.5 53.5 12.2 7.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=172

～７時前

（0.0）

７時

（1.7）

８時 ９時 １０時 １１時

（1.2）

１２時

（0.0）

１３時～ 無回答

（2.9）  

 

■終了時刻（単数回答設問） 

4.7 6.4 6.4 39.5 26.7 5.8 3.5 3.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=172

１２時 １３時

（2.3）

１４時

（1.2）

１５時 １６時 １７時 １８時 １９時 ２０時～ 無回答
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ウ 利用希望（夏休み・冬休みなどの長期の休業期間中） 

「利用したい」が 86.9％となっている。 

■利用希望（単数回答設問） 

86.9 6.8 6.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=367

利用したい 利用する必要はない 無回答  

 

エ 利用したい時間帯（夏休み・冬休みなどの長期の休業期間中） 

開始時刻は土曜日と同様、８～10 時に集中しており、合わせると約９割となっている。しかし「８時」

は 36.1％と、土曜日の 21.5％と比べ多く、早い時間からの利用を希望している。終了時刻は、土曜日と

比べて大きな差はないが、「12 時」は 1.6％と少ない。 

■開始時刻（単数回答設問） 

36.1 47.0 7.5 6.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=319

～７時前

（0.0）

７時

（1.3）

８時 ９時 １０時 １１時

（0.0）

１２時

（0.3）

１３時～ 無回答

（1.9）  

 
■終了時刻（単数回答設問） 

7.5 38.9 31.3 8.5 5.6

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=319

１２時

（1.6）

１３時

（0.6）

１４時

（1.3）

１５時

（2.5）

１６時 １７時 １８時 １９時 ２０時～ 無回答

（2.2）  
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（３）学童クラブを利用したい理由 

「プレディと比べて利用時間が長い」が最も多く 41.4％、次いで「内容が良い」が 16.2％となってい

る。 

■学童クラブを利用したい理由（複数回答設問） 

41.4 

16.2 

6.1 

8.1 

2.0 

3.0 

1.0 

10.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

3.0 

9.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

N=99

プレディと比べて利用時間が長い

内容が良い

おやつが出る

連絡帳などを使って指導員と保護者の

コミュニケーションが取れる

児童館全体を使って遊ぶことができる

施設・設備が充実している

家庭的な雰囲気の中で過ごせる

現在就労している

就労予定がある／求職中である

そのうち就労したいと考えている

家族・親族などを介護しなければならない

病気や障害がある

学生である／就学したい／資格を身につけたい

その他

無回答
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（４）子どもの居場所「プレディ」を利用したい理由 

「事業実施場所が自宅に近い等、便利だから」が最も多く 32.7％、次いで「児童館で行う学童クラブ

と比べ、移動がなく安全である」が 23.3％、「参加が自由（必要な時だけ参加できる）」が 18.3％、「現在

就労している」が 6.9％となっている。 

■子どもの居場所「プレディ」を利用したい理由（複数回答設問） 

32.7 

23.3 

2.0 

18.3 

3.5 

6.9 

1.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

2.5 

9.9 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

N=202

事業実施場所が自宅に近い等、便利だから

児童館で行う学童クラブと比べ、

移動がなく安全である

内容が良い

参加が自由（必要な時だけ参加できる）

就労していないが、子どもの学習

や遊びの環境として良いと思う

現在就労している

就労予定がある／求職中である

そのうち就労したいと考えている

家族・親族などを介護しなければならない

病気や障害がある

学生である／就学したい／資格を身につけたい

その他

無回答
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11. 育児休業や短時間勤務制度など職場の両立支援制度について（就学前児童） 

（１）育児休業制度の取得状況 

母親では、「働いていなかった」が 41.6％となっている。父親では、「取得していない」が 79.4％とな

っている。 

■父親（単数回答設問） 

3.4 79.4 16.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=1,634

働いていなかった

（0.4）

取得した（取得中である） 取得していない 無回答

 

 

■母親（単数回答設問） 

41.6 39.8 14.1 4.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=1,634

働いていなかった 取得した（取得中である） 取得していない 無回答
 

 

（２）育児休業の取得後の職場復帰 

ア 職場復帰の状況 

母親では、「育児休業取得後、職場に復帰した」が 78.2％となっている。父親では、「育児休業取得後、

職場に復帰した」が 92.9％となっている。 

■父親（育児休業を取得した方：単数回答設問） 

92.9 3.6 3.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=56

育児休業取得後、職場に復帰した 現在も育児休業中である（復職予定）

育児休業中に退職した

（0.0）

無回答
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■母親（育児休業を取得した方：単数回答設問） 

78.2 14.1 6.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=651

育児休業取得後、職場に復帰した 現在も育児休業中である（復職予定）

育児休業中に退職した 無回答

（0.9）  
 

イ 職場復帰のタイミング 

母親では、「年度初めの入所に合わせたタイミングだった」が 58.2％となっている。父親では、「それ

以外だった」が 82.7％となっている。 

■父親（単数回答設問） 

82.7 15.4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=52

年度初めの入所に合わせたタイミングだった

（1.9）

それ以外だった 無回答

 

 

■母親（単数回答設問） 

58.2 41.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=509

年度初めの入所に合わせたタイミングだった それ以外だった 無回答

（0.6）
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12. 子どもの育ちや発達について 

（１）子どもの育ちや発達について 
ア 子どもの育ちや発達について現時点での状況 

就学前児童では、全体的に「ない」が最も多く、「運動面の遅れ」・「遊び方」が約９割となっている。

また、「ある」・「ときどきある」を合わせると、「性格」・「行動面」で約 30％、「親子関係や育て方」・「心

理的な不安定、突発的なふるまい」で約２割となっている。「過去にあったが今はない」が「登園」で 6.8％、

「言葉の遅れ」で 4.8％となっている。 

小学校児童では、全体的に「ない」が最も多く、「言葉の遅れ」・「運動面の遅れ」・「遊び方」・「登校」

で８割を超えている。また、「ある」・「ときどきある」を合わせると、「行動面」・「性格」で約 20％とな

っている。「過去にあったが今はない」は「言葉の遅れ」が 4.6％、「友達関係」が 2.8％、「学校との関係」

が 2.6％となっている。 

 

■就学前児童（単数回答設問） 

82.1 

89.2 

69.2 

76.9 

69.8 

89.4 

82.3 

72.0 

80.8 

72.3 

72.4 

24.8 

5.4 

2.1 

7.0 

4.8 

9.4 

2.6 

3.8 

2.7 

2.1 

8.5 

3.8 

1.0 

6.2 

3.2 

21.2 

14.9 

18.1 

5.8 

10.6 

9.4 

5.4 

9.5 

19.5 

0.4 

4.8 

3.8 

1.6 

1.8 

1.5 

0.9 

1.5 

6.8 

1.4 

1.6 

1.9 

0.1 

1.5 

1.6 

1.0 

1.5 

1.2 

1.4 

1.8 

9.1 

10.2 

8.1 

2.4 

73.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

言葉の遅れ

運動面の遅れ

性格

心理的な不安定、突発的なふるまい

行動面

遊び方

友達関係

登園

保育所、幼稚園等との関係

就園・就学

親子関係や育て方

その他

ない ある ときどきある 過去にあったが今はない 無回答

N=1,634
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■小学校児童（単数回答設問） 

81.4 

85.5 

64.7 

75.5 

63.3 

81.1 

75.2 

72.5 

83.9 

78.5 

73.2 

74.8 

26.1 

1.5 

1.5 

6.9 

2.9 

8.5 

2.7 

3.5 

5.1 

1.3 

2.5 

8.1 

2.6 

0.6 

2.1 

0.8 

16.4 

8.9 

15.7 

4.3 

7.7 

10.9 

2.6 

6.0 

8.1 

11.4 

0.2 

4.6 

1.8 

1.4 

2.2 

2.1 

1.2 

2.8 

1.1 

1.6 

2.6 

0.2 

0.7 

0.0 

10.4 

10.4 

10.6 

10.5 

10.4 

10.7 

10.7 

10.4 

10.6 

10.5 

10.4 

10.5 

73.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

言葉の遅れ

運動面の遅れ

性格

心理的な不安定、突発的なふるまい

行動面

遊び方

友達関係

学習面

登校

学校との関係

進級・進学

親子関係や育て方

その他

ない ある ときどきある 過去にあったが今はない 無回答

N=856

 

 

イ 子どもの育ちや発達について相談の状況 

就学前児童・小学校児童ともに、「現在も過去も相談していない」が６割を超えている。 

■就学前児童（単数回答設問） 

11.8 22.2 62.5 3.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=1,634

現在、相談している 現在は相談していないが過去相談していた

現在も過去も相談していない 無回答  
 

■小学校児童（単数回答設問） 

6.7 14.1 65.9 13.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

N=856

現在、相談している 現在は相談していないが過去相談していた

現在も過去も相談していない 無回答  
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ウ 現在、相談している相談先 

就学前児童では、「配偶者」が最も多く 37.0％、次いで「祖父母・兄弟等の親族」が 30.7％、「医療機

関・療養機関」が 23.4％、「友人や知人」が 22.4％となっている。 

小学校児童では、「小学校の担任教諭・養護教諭・スクールカウンセラー」が最も多く 33.3％、次いで

「医療機関・療育機関」が 15.8％となっている。 

■就学前児童（複数回答設問） 

37.0 

30.7 

22.4 

1.6 

7.3 

7.8 

19.8 

1.0 

2.1 

5.2 

17.2 

2.6 

1.0 

23.4 

1.6 

0.0 

0.0 

13.0 

0% 10% 20% 30% 40%

N=192

配偶者

祖父母・兄弟等の親族

友人や知人

近所の人

保育所・幼稚園等の他の保護者

幼稚園の園長・副園長・担任

保育所・認定こども園の園長・看護師・保育士

民生・児童委員

子ども家庭支援センター

保健所・保健センター

福祉センター

教育センター

区の障害者福祉課

医療機関・療育機関

その他

相談先がわからない

どこにも相談しない

無回答
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■小学校児童（複数回答設問） 

14.0 

7.0 

8.8 

0.0 

5.3 

33.3 

0.0 

0.0 

1.8 

0.0 

5.3 

14.0 

0.0 

15.8 

5.3 

0.0 

0.0 

33.3 

0% 10% 20% 30% 40%

N=57

配偶者

祖父母・兄弟等の親族

友人や知人

近所の人

小学校の他の保護者

小学校の担任教諭・養護教諭・スクールカウンセラー

保育所・認定こども園の園長・看護師・保育士

民生・児童委員

子ども家庭支援センター

保健所・保健センター

福祉センター

教育センター

区の障害者福祉課

医療機関・療育機関

その他

相談先がわからない

どこにも相談しない

無回答
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エ 子どもの育ちや発達に関する問題を解決するために優先するべきだと考えること 

就学前児童・小学校児童ともに、「発達障害のあるなしにかかわらず子どもの育ちや発達の小さな悩み

でも相談ができ、子育て不安の解消となる相談支援体制」が最も多く約４割である。 

就学前児童では、次いで「発達に関する支援が入園時や就学児に途切れることのないよう保育所・幼

稚園・学校に支援内容を繋ぎ、継続して一貫した支援を行う体制」が 35.4％、「保育所・幼稚園・学校に

おける発達に関する問題を、専門的な立場から保護者・保育所等と連携・協力して解決する相談支援体

制」が 35.1％となっている。 

小学校児童では、次いで「保育所・幼稚園・学校における発達に関する問題を、専門的な立場から保

護者・保育所等と連携・協力して解決する相談支援体制」が 32.9％となっている。 

 

■就学前児童（複数回答設問） 

23.0 

42.4 

31.6 

35.4 

4.7 

26.0 

31.0 

35.1 

32.5 

3.3 

2.0 

3.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

N=1,634

乳幼児健診時の相談や保育所訪問などにより、発達障害に起因する

子どもの育てにくさや、子ども自身の生きにくさを早期に発見し支援に

繋げる体制

発達障害のあるなしにかかわらず子どもの発達や育ちの小さな悩みで

も相談ができ、子育て不安の解消となる相談支援体制

行動観察や発達検査の実施よって、子どもの特性をとらえて問題解決

に向けて適切なアドバイスと必要な支援に繋げてくれる体制

発達に関する支援が入園時や就学児に途切れることのないよう保育

所・幼稚園・学校に支援内容を繋ぎ、継続して一貫した支援を行う体制

区の広報紙、講演会、研修などを通じた保護者や地域、保育士・教員

などに対する発達障害に関する理解の促進

相談の予約が取りやすく、実際の相談までに何日も待たせることのな

い支援体制

臨床心理士、保健師、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士など専門

的な知識を持ったスタッフが対応する支援体制

保育所・幼稚園・学校における発達に関する問題を、専門的な立場か

ら保護者・保育所等と連携・協力して解決する相談支援体制

福祉・保育・教育・保健・医療にまたがる発達の相談が１カ所でできる

コーディネイト機能を持った相談支援体制

特にない

その他

無回答
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■小学校児童（複数回答設問） 

18.1 

39.3 

24.9 

27.3 

5.8 

25.1 

27.3 

32.9 

31.0 

6.3 

2.9 

11.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

N=856

乳幼児健診時の相談や保育所訪問などにより、発達障害に起因する

子どもの育てにくさや、子ども自身の生きにくさを早期に発見し支援に繋

げる体制

発達障害のあるなしにかかわらず子どもの発達や育ちの小さな

悩みでも相談ができ、子育て不安の解消となる相談支援体制

行動観察や発達検査の実施よって、子どもの特性をとらえて問題解決

に向けて適切なアドバイスと必要な支援に繋げてくれる体制

発達に関する支援が入園時や就学児に途切れることのないよう保育所

・幼稚園・学校に支援内容を繋ぎ、継続して一貫した支援を行う体制

区の広報紙、講演会、研修などを通じた保護者や地域、

保育士・教員などに対する発達障害に関する理解の促進

相談の予約が取りやすく、実際の相談まで

に何日も待たせることのない支援体制

臨床心理士、保健師、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士

など専門的な知識を持ったスタッフが対応する支援体制

保育所・幼稚園・学校における発達に関する問題を、専門的な立場

から保護者・保育所等と連携・協力して解決する相談支援体制

福祉・保育・教育・保健・医療にまたがる発達の相談が１カ所

でできるコーディネイト機能を持った相談支援体制

特にない

その他

無回答

 
 



 

【内容についてのお問合せ先】 

中央区福祉保健部子育て支援課 

〒104-8404 東京都中央区築地一丁目１番１号 

電話：03－3546－5681（直通） 
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